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中原小 学校だより（中原小校長室） 井芹

学校教育目標
ふるさとを愛し、夢に向かって自ら学び 、
心ゆたかでたくましく伸びる「中原っ子」の育成

令和5年度がスタートしました。私自身
にとっては、地域・保護者の皆様や、卒業
生が築いてきた、伝統ある中原小学校の良
さを日々実感しながらの２年目となりまし
た。本年度もどうぞよろしくお願いいたし
ます。
さて、４月１０日（月）に中原小学校の始業式

が実施されました。全員そろっての始業式を迎え
ることができ、春休み明けで元気に登校してきた
子どもたちとともに本年度のスタートができたこ
とを喜び合いました。
始業式では、昨年度から子どもたちと取り組ん

でいる３つの「する」を更に充実させていこうと
話しました。ネクストチャレンジ目標として、「あ
いさつする」「なかよくする」「かんしゃする」を
さらに進化したものにしていこうと話しました。
まず、始業式では、「あいさつする」をもっとよ

くできるようになろうと話しました。学校では良
くあいさつできる子どもたちですが、昨年の学校
評価から地域でのあいさつがあまりできないとい
うことが分かりました。そこで、今年１月に熊日
新聞にのった６年生の村上洋太さんの記事を紹介
しながらあいさつについて話していきました。
３つの「する」については、今後も学校で継続指 ※熊本日日新聞掲載記事より

導していき、子どもたち自身がその意味を理解しな
がら実践できるようにしていきたいと考えております。
うれしいことに、さっそく翌日からの登校中にあいさつの声が大きくなったり、

地域の方々へのあいさつを意識してできるようになったりしてきた子どもたちが増
えてきているように感じています。保護者の皆様方や地域の皆様方からの子どもた
ちへのお声がけ等、ご協力お願いいたします。

令和５年度の定期異動で、本校に 教頭 今村 愛（大津町立大津東小学校より）

４名の先生方が着任しました。今年 教諭 筑紫 聖悟（益城町立広安小学校より）

もチーム中原として全職員一丸となっ 学校支援員 永尾 孝（山鹿市立山鹿小学校より）

て、中原小学校の子どもたちをしっか 学校支援員 佐藤 智加代（南小国中原小学校より）

り育てていきたいと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

４月１１日（火）は、中原小学校の仲
間となる８名の入学式が行われました。
手を振りながら元気に入場し、氏名点呼
では、担任の先生から名前を呼ばれると
みんな元気に返事をしていました。お客
様のご挨拶や、お兄さんお姉さんの歓迎
の言葉もしっかり聞くことができました。
１年生になって「しっかりがんばってい
くぞ」といった意気込みを感じることのできる入学式となりました。
早く学校に慣れ、お友だちと仲良く勉強したり、遊んだりして中原小学校での楽

しい思い出を作っていってほしいと思います。

４月１２日に「交通安全教室」、翌日の４月１
３日に「地震避難訓練」が実施されました。「交
通安全教室」では、小国警察署、赤馬場駐在所か
ら警察官の方々が来校され、ご指導いただきまし
た。道路横断方法等について寸劇を交えて具体的
に教えてくださいました。「地震避難訓練」では、
地震が発生してから、担任の誘導のもと実際に運
動場に避難する訓練をおこないました。避難後、
担当から地震は、いつどこでおこるかもしれない
ので、一人一人どうしたらいいのかを考えておく
必要があるという話がありました。
この２つの訓練は、どちらも自分の命を守る大切な学習だと考えて全校で実施し

ています。子どもたちも、その主旨をよく理解し真剣に訓練に参加してくれていま
した。今後も大切な一人一人の命をいかに守っていくのか、学校での訓練を職員が
中心となって子どもたちとともに実施していきたいと考えています。

週初めの天気予報では、曇り・雨の予 ４月２８日（金）は授業参観を実施し
報でしたが、子どもたちの思いが空まで ます。ご多用な折とは存じますが、ご出
届き、みごとに晴れてくれました。１年 席のほどよろしくお願いいたします。
生、そして中原小学校全員で楽しい歓迎 ※授業参観当日の日程等については４月１３日に配付

遠足の一日を過ご した文書でご確認ください。

すことができまし
た。
押戸石では NPO
法人押戸石の丘様 ツクシシャクナゲの花

から子どもたち一 が咲き始めました。ツツ

人一人にお菓子を ジの花も咲き始め、駐車

いただきました。 場から玄関前の通路が彩

ありがとうござい られています。

ました。


